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1 レポートの様式

このテンプレートは，芸術工学部音響設計学科
で開講されている卒業研究 Iのレポート様式に合
わせて作成されている。注意事項は以下の通りで
ある。

1. ファイル名：Rep 学生番号_姓のローマ
字表記.pdf とすること。すべて半角の
英数字および記号を使用すること。例：
Rep_1DS16000A_Yamada.pdf

2. 用紙サイズ：A4版，縦向きとする。

3. 本文フォントサイズ：11 pointとする。

4. ページ数：制限なし。

5. ページ番号：1から始まるページ番号を，各
ページの下部中央に付ける。

6. 和文研究題目：ゴシック系フォントを用いて
フォントサイズ 14 ptで記述する。副題を付け
る場合は，コロンの後に続けて記述する。

7. 英文研究題目：サンセリフ系フォントを用い
てフォントサイズ 11 ptで記述する。単語の
頭文字を大文字にする。ただし 3文字以下の
冠詞や接続詞など，自立語でないものは，文
の先頭にきた場合を除き，小文字ではじめる。
副題を付ける場合は，コロンの後に続けて記
述する。

8. 氏名：ローマ字表記の場合，姓は大文字，名
は頭文字のみ大文字とする。

9. 図表には，図と表のそれぞれで通し番号を付
け，タイトルおよび説明（キャプション）を
付ける。

10. 盗作，剽窃など，不正行為は絶対に行わない
こと。

なお，本テンプレートでは図表のキャプション
に英語を用いているが，日本語を使用することも
できる。日本語を使用する場合は，abst.sty中の

図表キャプションで使用する言語，および表記法
を制御している行のコメント指令を変更する。

2 レポートの内容

レポートの内容は以下のとおりとする。それぞ
れ節を改めて記述すること。

1. 期間中にどのような研究を行ったかについて，
具体的に説明する。

2. 今後，どのように研究を進めていく見通しで
あるかについて，具体的に説明する。

3 本文における文献および図表の引用例

本報告では，音声知覚の手がかりとして重要な，
スペクトル情報とその時間的変化に関する最近の
研究を紹介する。スペクトル情報については，英，
米，独，仏，西，北京，広東，日の 8言語／方言で，
文を読み上げた音声を臨界帯域フィルターに通し
て因子分析した研究 (Ueda and Nakajima, 2017)に
ついて紹介し，その後の研究動向について述べる。
時間的変化については，局部時間反転音声について
の研究 (Ishida et al., 2016; Saberi and Perrott, 1999;
Steffen and Werani, 1994; Ueda et al., 2017)を取り
あげ，局部時間反転音声を用いて聴覚短期記憶に
おける無関連音声効果について調べた研究 (Ueda
et al., 2019)を紹介する。
臨界帯域 (Fletcher, 1940; Zwicker and Terhardt,

1980)は，聴覚の主として末梢系の機能に由来する
と考えられている帯域通過フィルター特性をモデ
ル化したものである。音の大きさの予測などの他
に，母音定常部の分析にも用いられてきた。Plomp
ら (Plomp et al., 1967; Plomp, 1976; Pols et al., 1969,
1973)によるオランダ語の母音定常部の分析では，
臨界帯域フィルターとほぼ同等の帯域フィルター出
力のレベル変化について主成分分析が行われた。二
つの主成分で母音を分離でき，Peterson and Barney
(1952)による第 1,第 2フォルマント周波数を用い
た母音の分析と同様の手法を用いた分析結果と，極
めてよく似た分析が可能であることが示された。
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Table 1 Spearman’s rank-order correlation coefficients between the sonority/aperture proposed in the linguis-
tics literature and the factor scores obtained in the analysis, averaged over the same phonemes. From Nakajima
et al. (2017).

Sonority/aperture scale Factors
Low & mid-high Mid-low High

de Saussure (1916/1959) 0.3415 0.8251* -0.3597*
Selkirk (1984) 0.3025 0.8708* -0.2840
Harris (1994) 0.3691* 0.8218* -0.3863*
Spencer (1996) 0.5380* 0.8347* -0.4549*
Asterisks represent statistically significant correlation (p < 0.05).

Fig. 1 A block diagram of the analysis. Two critical-
band-filter banks (A and B) were used. Each filter
output was squared and smoothed to obtain a power
fluctuation. Factor analyses were based on correlation
coefficients between the power fluctuations. From
Ueda and Nakajima (2017).

Ueda and Nakajima (2017)は，Plompらが用いた
分析手法を拡張し，8言語／方言の意味のある文
を読み上げた音声に対して適用した研究を行った。
分析方法のブロックダイアグラムを Fig. 1に示す。
この分析により，8言語／方言に共通する 3因子
ないし 4因子と，4周波数帯域が存在することが
明らかになった。これらの因子および周波数帯域
は，音声知覚のうえで重要な役割を果たしている
こと (Kishida et al., 2016)，周波数帯域によって振
幅包絡パターンの入れ替えによる明瞭度低下の度
合いが異なり，振幅包絡パターンに周波数特異性
が見られること (Ueda et al., 2018)がわかった。さ
らに Nakajima et al. (2017)は，これらの 3因子に
より，英語の母音，共鳴音，阻害音を区別できる
こと，音声学で主張されてきた鳴音性とこれらの
因子とが高い相関を持つことを示した (Table 1)。
音声スペクトルの時間的変化に関しては，その

知覚手がかりを劣化させることにより，音声の知
覚過程について調べる研究がなされており，局部

時間反転はそのような操作の一つである。· · ·

4 数式の記述例

数式を記述する場合は，以下のように式番号を
付けて記述する。

N = cXβ (1)

ここで，Nは実験参加者が反応した数値，cは定
数，X は刺激の物理的強度，β は感覚属性によっ
て決定される定数で，感覚属性によってこの値が
異なる。

5 節見出し番号の記述例

5.1 小節見出し番号の記述例
節よりも小さい単位は，この例のように見出し
に番号を振り，記述する。

5.1.1 小小節見出し番号の記述例
小節よりも小さい単位は，この例のように見出
しに番号を振り，記述する。
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